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から再結) (Anal.FoundC,57.40,H, 8.46

Calcd･forC9H1604,C,57.43,H,8.57)

p-Monomethylmesaconatdehlydate(V)

Dihydroxy-ester (IV,1.48g,0.0079mole)%

100m7の absolutebenzeneにとかし,これによく摂

辞しながら新しく合成した四離懲泊 3.9gを数回に分

けて加える.混合物はよく捉拝し500で2時間,600

で2時間反応させる.過剰の四酢酸鉛を水で分解し,

生成するPbO空を班別する.泣攻を純水 Na2SOJで

乾燥し,溶媒を除き,減圧茄溜すればP･monomethyl

mesaconaldehydate(Ⅴ)bp76-780/12mm,nD20

1.4680がえられる.(0.75g,75%).2,4-dinitrophenyl-

hydrazone,粒赤色細糸状結晶 (methanolから再結),

mp･?q4､204･50(decomp･)(Anal･FoundC,
46.73,H,3.92,N,18.21Calcd.forCleHle06N4

C,46･76,H,ー3･92,N,18･18)

β-Monomethylmesaconate(ⅤⅠ)

Aldehide-ester(V,0.3g,0.0024mole)を13.3%
l

peraceticacid2.7mlにとかし,36時間室温に放田 -

する.反応物を水で稀釈し減圧で乾固すると結晶生成

物がえられる.これをpetroleum-ether(bp40-50つ

から再結し β一monomethyrmesaconateの小柱状結

描,mp830(0.31g)をえた: (Anal.FoundC,

50･04,H,5.61, Ca7cd.forCGHBOJ,C,50.00

H,5･60).Amide,針状結晶,mp115.5･116.50

(ether-petro一eum ether､から再結) (Anal.Found

C,50.39,H,6.51,N,9.72Calcd.forC6H903N,･

C,50134,H,6･34,N,9･79)これらはいづれも文献

記甜Jと完全に一致する.

Mesaconicacid(VII)

β･Monomethylmesaconate(ⅤⅠ) 0.1gを 5%

ethanolicKOH で冷般化する.減圧下に乾固Ldil.

HβOJで敵性にする.これに etherを加え稀釈LJ溺

水 Na･lSOJで乾煉する.Etherを除去するとmeSaC-

onicacidく70mg)がえられる.正六面体絶品,mp

201-30(水から再結)(Ana一.FoundC,46.07,H,

4.60,Calcd.forC5H601,C,46.16,H,4.65)接木

t > ､

節 22 巻-I

試料6)と混融してもmpの降下を示さなかった.bt'S･

p-phenylphenacylester/小針状結tlrもlmp204-50
(chlorofo甲 から再結)(Anal･FoundC,76･35,H,

5.14,Calcd.forC33HmO6,C,76.43,H,5.05)

本研究は武居教授の相可のもとに行ったものでこゝ

に深甚の謝意を表す.また実験について有益な御助言

をいた いゞた中応助教授に感謝する.T3お研究巧の一

部は文部省助成研究矧 こ仰いだ.
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R占8uml;

Methylα8･dimethylsorbate(ⅠⅠ), wh-ensubmi-

ttedtotheselectiveoxidationsequencebythe

actionsofperbenzoicacid,minera一acid,lead

tetraacetateandperaceticacidin血eorder,fina一ly

gavep-monomethylmesaconate(VI),whichwas

convertedafterhydrolysisinto mesaconic acid

(VII)ofthewell-d占finedtrms-configuration.

Thereactionsequ/enceinvolvesnoprocesslikely

toiムverttheconfiguration, and thusanother

cogentchemicalevidenceforthetTlaTZS-COnfigura-

tion ofα∂-dimethylsorbicacidisobtained in

agreementwiththephysico･chemicalconclusion

previouslyreportedbyus.

抄

トウモロ･=シ矧こおける Jindaneの移行性の証明

RobertG. Haines; Evidence of Lindane

TranslocationinCornPlants.∫.Econ.Entomol.

49,563-64(1956).

;まず透析によって lindaneL水浴紋を調製した.こ

のものの Iindane氾D:狂の平均値は仝有機塩系定立法

では 1.4ppm であり,生物学的定見法では 1.6ppm

であった.次にこの浴液を用いて3通りの1indane泊

皮の培衣紋を調製し,.トウモロコシを生育させた.こ

のものから毎日滴縫紋をとり.ネッタイシマカを用い/

る生物検定法でその中に含まれる惑物の氾度をnTj定し

た.こ にゝ認められる毒物はIindaneそのものに間違

いないと考えられる. 本実験の結果 1indane浪皮

0.25ppm のものは処理日数6日目に 0.009ppm の
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】indaneを検出し,
22日ロには0二017ppmに還した.
氾度0
.
05ppmのものは処野後17日口に0.
00ppm
を検出し
,
22日日には0.
012ppmとなった.
また氾皮

0
.
0185p-pmのものは21日日にはじめて0.
009ppm
を検出した
..
矧こ221日間の上記実験ののち拾物を茄

の部分と茎
,
菜鞘の部分にわけて,
それぞれlindane

'を抽出し同様に生物検定をおこなった.
その結果渋皮

0
.
25ppmの場合は矧こ0.
17-0.
21∴茎
,
菜判に0
.
50

-0.
61ppm;0.
05ppmの場合は矧こ0.
06-0.
07/

蛋
,
売捌に0
.
10-0.
llppm;0.
0185ppmの場合は

矧こ0･.
03-0･
04
,
茎
,
発杓に0
･
05ppmが検出され

た
.
以上のような実験結果からlindaneの移行性が証

明されたものと考えられる
.
(̀瀬田昌之)

ロチノーンのペーパークロマトグラフィー

･ ThePaperChromatography ofR6tenone.

Y.L CheふandC.S.Tsai (陳玉燐,恭啓頓)･:

L,I I

5!22巻T-I

台朽薬学だ
.
71
,
7(1)
,
4(3955)
.
I

試料のacctoneext.
をWムatemanNo.
1泣紙

上1次元上昇法で
,
､メタノール:ベンゼン:水(5:1

･.
1)-で屈軌呈色検出はEluoresc
Ein-bromine(感･
皮一10γ)か過マンガン顧加里一
(感度5γ)による.
純

rotenoneのRfは0.
86土0
.
01
.
この方法によって
I;
I

2の拾物について枚累を行った;

芸啓粒子(Yambeanseed)I(pachyrrhizuserosus

rotenone,pac
hyrrhizoもe&
Lび恐らく懲化生成物と

考えられる3物質と認定した
.
台湾苛藤(TephroiiaobovataMerr.
)中にrote-

noneを含んでいる専iを新たに見出した.
魚藤中に放けるrotenoneの分布は,.
醍
.
茎皮
,
莱

柄に含み,
劇皮した茎
,
矧こは含まi7J
ない
･

1(大島成義)

編 . 災 後 .､記

･我が国毎応用昆虫学史に位大なJri跡を残されまL{た春川忠吉先生には,このたび,芽Lb放く

古稀D刀を抑迎えになられまLI:1先生は本防虫科学研究所の創設にも参画せられ,理事とし

てその発展に尽された御功机もまた卒れることが出来ません･記念号を編袋していささか祝賀

の志を表し,感謝DLるLといたしたく,昨春計画をたてました所,皆様から多数の論文をお

寄せい13だきました∴これは抄とえに春川先生の御人徳のたまものと存ぜられます･また皆々

様2)抑好意D結果と托く感謝申し上げる次弟でありま.す･何分とも,私共,力足らずして充分

な体裁を整えることが出来ませんでL!たが,皆々様の軌 ､御研究の結果を｣本にまとめて,春

川先生の抑手許にお届け出来るはこびとなりましたことは,非常な喜びであります.過ぎし方

を回想して皆々様からお寄せいただき_ました数々の御好意を感謝いたすと共に,不行届0)点を

お詫びして嗣HSの後記といたします.
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